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東奥日報の新聞記事にも掲載されたことのある、「パレットイブ」という会社
ホ~ムベー漱り

の胃獲ベグのカバーがとってもかわいらし<て実用的なようです。
この会社は、重度の障害を持つ息子の子育てをしてい<中で、母親の願いを形にした
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よろし<お願いします

先日准看讀師免許が届き、理事長もようや

<医療的ケアの実践ができるようになりまし
た。3後は現在勤務している看護師二人の下
で、日々経験を積みながら、少しず つ出来る

事を増や していきたいと思つています。

保護者の皆さまには、いろいろとお間きじ

たり教えていただいたりすることもあると思

いますが、どうぞ よろし<お願いいたします。
なお、3後の事業の拡大に向けて、看護師
はヨ|き続き募集しております。ハ ローワーク

などで、ご覧になることもあるかと思います

が、出来るだ け多<の優秀な人材に、や よい
のあかりの医療 0旬ケアを担つていただ きた

いと思つておりますので、31き続きご理解、ご

協力をお願いいたします。

商品を、主にインターネットなどで販売しています。
着脱のしやすいフォーマルスーツや肌着の他、洗濯して長<使
用できるベグカバー等の医ケア小物が人気のようです。

世のお母さんはわが子におしゃれをさせたい、可愛くしてあげ
たいと思つています。それは、障害があってもな<ても同じだし、
障害が制約になつて、好みのものが選べないのは、親子にとつて
ストレスですよね。
医療用の生活雑員を販売しているサイトは他にもいろいろとあ
りましたので、興味のある方はのぞいてみてはいかがでしょうか ?
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理事長のつぶやき

「～次へ～」

准看護師免許を持 つての

新年度がスター トする。

免許を持 つてか ら、大 き

く意識が変わ つたことがあ

そ5。

福祉の中で 医療を行 うこ

とへの不安である。

や よいのあか りの中で行

われ る医療行為 (医療的ケ

ア)は、看護師の判 断によ
ることも多い。

医師か らの指示 は、現状

で は基本的に保護者を通 じ

て伝え られ、こち らか らの

確認 も保護者との間で行わ

れる。

看護師は医師の指示の下

で、准看護師は医師または

看護師の指示の下で 医療行

為を行うことが出来る。

現場でその都度判断 し、

対処 しな けれ ばな らないこ

とも少な <ない。
日々子 どもたちと関わ つ

ているや よいのあか りの職

員は、看護師以外で も子ど

もたちのケ アについて熟知

している。

職員間で情報 を共有 し、

適切な判 断を して、安全 に

保護者の もとへ帰すことが

出来て きたことは、実は本

当にすごいことなのだ と思

う。や よあか歴代の看護師

たち、そ して職員たちの偉

大 さに改めて気づかされ る

毎日である。

それで も、不安 ばか りを

感 じてはい られない。

資格を取得す るため に費

や した 2年間を無駄 に しな
いため にも、 自分の役割と

責任を果たしてい <覚悟 |ま、
できているつも りである。

いざ、前へ、次へ。
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貪島

ご挨拶 ～設立8年目の感謝と抱負～

おかげさまで、平成最後の4月を無事に迎えることができました。
障害児、者を取り巻 <環境が、ここ数年特別改善している実感はあり
ません。むしろ障害者施設での事件や、その犯人に対する共感的な意

_ ・  見心い`な<ない現実を見たときに、この国の福祉はどうなんだろうと
不安になることも多いのですが、来年には東京オ |リンピックパラ |リンピじ

クも開催される予定です。もっと、一人一人の意識が変わらなければならないと痛感する毎
日です。NPO法人ありんこも、これまでのように障害児への直接支援を丁寧に行つてい<の
はもちろんですが、つ クルーシプに向けて、啓蒙活動にも力をいれていかなければならな

いと感じています。

障害者やその家族が「助けて」と言いやすい社会にするために、周囲の理解や共感はとて

も重要です。当事者が、「こんな風に言つてもらえたら有難いな」とか、「こんなことに困って

いるよ」と気楽に発信できて、それが世の中に広まってい<ようになつたらいいですね。
障害者だけではな <、高齢者や子育て真つ最中の家族など、周囲の理解と手助けがあれ

ば、日常のちよつとした外出や、旅行なども、ためらわずにできますよね。NPO法人ありんこが、
当事者のアドボケイト(代弁者)であり続けられるよう、新年度も努力して参ります。

NPO法人ありに 定期組会のご案内
摯 審 妙

日頃よりNPO法人ありんこの活動にご理解
とご協力を賜りまして誠にありがとうござい

ます。

さて、3年も5月に定期総会の時期を迎え
ました。ご出席をお願いしたいのは、NPO法
人ありんこの正会員の皆さまです。総会では

前年度の活動報告や 収支報告、新年度の活

動計画と予算などについての審議を行 いま

す。新年度は新しい障害福祉サービスの設置

準備も始まることになります。

総会は、平成 31年 5月 19日 (日 )午 前 10時
30分からを予定しております。正会員の皆さ
まには別途ご案内申し上げますので、ご出席

のほど、よろし<お願いいたします。


